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．
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．
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排
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量
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の
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．
我
が
国
の
再
エ
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現
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０
２
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０
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２
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１
．
は
じ
め
に

　

昨
年
９
月
16
日
に
行
わ
れ
た
首
相
指
名
選
挙
で
、
自
由
民
主
党
の

菅
義
偉
総
裁
（
71
）
が
第
99
代
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
さ
れ
、
菅
首

相
が
誕
生
し
た
。
実
は
、
そ
の
日
は
偶
然
に
も
私
も
執
筆
に
加
わ
っ

た
「
図
解
で
わ
か
る
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
」
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合

工
学
研
究
所
編
、
技
術
評
論
社
）
の
発
売
開
始
日
で
も
あ
っ
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
貧
国
の
我
が
国
が
こ
こ
ま
で
繁
栄
で
き
た
の
は
、「
３

つ
の
Ｅ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
経
済
効
率
性
の
向
上
、
環
境

へ
の
適
合
）
＋
Ｓ
（
安
全
性
）
」
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
基
本
に
据
え
、

一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
化
石
燃
料
（
石
油
、
石
炭
、
天
然
ガ
ス
）
、

そ
し
て
原
子
力
を
加
え
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
政
策
が
我
が
国
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
を
支
え
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
も
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
大
き
く
バ
ラ
ン
ス
を
失

い
、
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
脱
炭
素
化
の
嵐
に
我
が
国

は
曝
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
、

将
来
原
子
力
も
化
石
燃
料
も
使
わ
ず
我
が
国
の
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
を
賄
え
と
い
う
言
葉
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
み
で
今
と
同
等
の
安
定
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
を
再
構

築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
現
在
の
古
く
な
っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
し
て
リ
フ
ォ
ー

ム
し
て
、
グ
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
造
り
替

え
て
い
く
時
期
が
到
来
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
こ
の
脱
炭
素
化
の
た
め
の
温
暖
化
対
策
対
応
は
決
し
て

経
済
成
長
の
制
約
に
な
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
積
極
的
に
温
暖

化
対
策
を
行
う
こ
と
が
、
産
業
構
造
や
社
会
経
済
の
再
構
築
を
も
た

ら
し
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
、
大
き
な
成
長
に
つ
な
が
る
と
い

う
発
想
の
転
換
が
必
要
で
あ
る
。
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こ
れ
は
ま
さ
に
、
昨
年
10
月
26
日
に
行
わ
れ
た
菅
内
閣
総
理
大
臣

の
所
信
表
明
演
説
の
中
の
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
の
件
の
部
分
と

ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
鍵
と
な
る
技
術
の
一
つ
に
カ
ー
ボ
ン

リ
サ
イ
ク
ル
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

８
か
月
前
に
前
述
書
籍
の
内
容
を
企
画
し
、
執
筆
し
た
当
時
と
比

べ
る
と
、
「
我
が
国
は
、
50
年
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に

す
る
、
す
な
わ
ち
50

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を

目
指

す
」
と
し
た
菅
総
理

の
宣
言
に
よ
り
、
グ

リ
ー
ン
社
会
に
向
け

た
各
企
業
の
生
き
残

り
を
か
け
た
、
ま
ず

は
30
年
ま
で
の
第
１

ラ
ウ
ン
ド
の
戦
い
の

火
ぶ
た
が
切
っ
て
落

と
さ
れ
た
よ
う
な
感

じ

が

す

る
。

ま

さ

に
、
本
書
籍
に
記
し

た
技
術
導
入
に
向
け

て
、
堰
を
切
っ
た
よ

う
に
各
企
業
が
取
り

組
み
始
め
た
の
で
あ

る
。
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図 １  日 本 の エ ネ ル ギ ー フ ロ ー 構 造 （ 2 0 1 7 年 ）（ そ の １ ）  

出 典 ） I E A デ ー タ よ り I A E が 作 成  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 ４  日 本 の エ ネ ル ギ ー フ ロ ー 構 造 （ 2 0 1 7 年 ）（ そ の ２ ）  

出 典 ） I E A デ ー タ よ り I A E が 作 成  

図１ 日本のエネルギーフロー構造（2017 年）（その１）
出典） IEA データより IAE が作成
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２
．
我
が
国
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
フ
ロ
ー
構
造
と　

　
　
　

排
出
量
削
減
の
シ
ナ
リ
オ

　

我
が
国
の
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
（
17
年
）
は
、
石
油
約

８
５
０
０
PJ
、
天
然
ガ
ス
約
４
２
０
０
PJ
、
石
炭
約
４
９
０
０
PJ
、

そ
の
他
も
含
め
約
１
万
９
３
０
０
PJ
で
あ
る
（
図
１
）
。
こ
れ
に
各

燃
料
の
COCO22
排
出
原
単
位
を
加
味
す
る
と
、
年
間
COCO22
排
出
量
は
石
油
由

来
約
5.9
億
ｔ
、
石
炭
由
来
約
4.4
億
ｔ
、
天
然
ガ
ス
由
来
約
2.1
億
ｔ
―

計
約
12
・
４
億
ｔ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
我
が
国
で
最
も
COCO22
を
多
く

排
し
て
い
る
の
は
化
石
燃
料
の
う
ち
で
石
油
由
来
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
年
間
12
億
ｔ
強
の

COCO22
排
出
量
を
、
少
な
く
と

も
菅
総
理
の
所
信
表
明
演

説
前
ま
で
は
、
我
が
国
は

13
年
度
比
で
30
年
度
26
％

減
、

現

在

よ

り

50

年

度

80
％
減
を
目
標
と
し
て
い

た
。
こ
の
場
合
、
仮
に
50

年
度
も
13
年
度
を
起
点
と

す
れ
ば
、
図
２
に
示
す
通

り
、
13
年
度
現
在
か
ら
30

年
度
ま
で
に
年
間
約
3.1
億

ｔ
、
30
年
度
か
ら
50
年
度

ま
で
に
さ
ら
に
同
6.5
億
ｔ

程
度
の
COCO22
排
出
量
削
減
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
な
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
（
発
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図２ 我が国の CO2 排出量 80% 削減シナリオ



第８０３２号２０２１年１月６日（水） 電 力 時 事 通 信 第三種郵便物認可

転載・複製禁止　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ 5－

電
）
部
門
の
COCO22
排
出
量
は
、
図
２
中
の
同
4.2
億
ｔ
に
相
当
す
る
部
分

で
あ
る
。
仮
に
こ
の
発
電
部
門
の
COCO22
排
出
量
が
全
て
削
減
で
き
た
と

し
て
も
、
50
年
度
80
％
減
の
目
標
は
達
成
で
き
な
い
。

　

こ
こ
で
、
COCO22
削
減
量
の
積
み
上
げ
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
COCO22
回
収
・
貯

留
）
を
考
え
て
み
る
。
Ｉ
Ｅ
Ａ
が
発
行
す
る
「
Ｅ
Ｔ
Ｐ
２
０
１
７
」

は
、
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
COCO22
削
減
寄
与
度
を
50
年
度
で
約
14
％
と
し
て
お

り
、
こ
れ
を
勘
案
す
る
と
Ｃ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
COCO22
削
減
効
果
は
計
算
上
約

1.3
億
ｔ
（
13
年
度
か
ら
の
削
減
量
9.6
億
ｔ
の
14
％
）
と
試
算
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
水
素
の
導
入
を
考
え
て
み
る
。
我
が
国
の
水
素
基
本

戦
略
や
水
素
燃
料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
れ
ば
、
将
来
、

１
０
０
０
万
ｔ
（
１
４
２
０
PJ
相
当
）
の
水
素
供
給
量
を
目
指
す
と

あ
る
。
こ
の
水
素
を
水
素
専
焼
の
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｃ
を
用
い
て
発
電
し
た
時
、

発
電
効
率
55
％
、
設
備
利
用
率
70
％
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
発
電
電

力
量
は
年
間
で
約
１
５
２
０
億
kkWhWh
相
当
と
な
る
。
こ
れ
は
日
本
の
全

発
電
量
（
約
1
兆
kkWhWh
）
の
15
・
２
％
に
あ
た
り
、
単
純
計
算
す
れ
ば

約
０
・
64
億
ｔ
（
4.2
億
ｔ
×
15
・
２
％
）
の
COCO22
削
減
量
に
相
当
す
る
。

　

50
年
度
時
点
で
の
再
エ
ネ
と
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
COCO22
削
減
量

は
、
原
子
力
に
よ
る
COCO22
削
減
が
な
い
も
の
と
仮
定
し
た
場
合
、
図
２

に
示
す
よ
う
に
、
年
間
1.9
億
ｔ
～
3.1
億
ｔ
程
度
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
発
電
部
門
か
ら
の
年
間
COCO22
排
出
量
4.2
億
ｔ
は
、
同
1.1
億

ｔ
～
2.3
億
ｔ
程
度
に
削
減
さ
れ
、
こ
の
量
が
発
電
部
門
に
お
け
る
Ｃ

Ｃ
Ｕ
（
COCO22
回
収
・
利
用
）
な
ど
の
適
用
量
と
見
な
せ
る
。
さ
ら
に
COCO22

排
出
量
80
％
達
成
の
た
め
に
、
残
り
同
3.5
億
ｔ
の
産
業
・
輸
送
部
門

が
Ｃ
Ｃ
Ｕ
な
ど
の
適
用
先
と
な
る
。
な
お
、
水
素
を
産
業
・
輸
送
に

回
せ
ば
、
当
然
発
電
部
門
か
ら
の
COCO22
排
出
量
は
増
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
50
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社

会
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
水
素
導
入
量
、
Ｃ
Ｃ
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Ｓ
に
よ
る
貯
蔵
量
の
積
み
増
し
が
必
要
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
技
術
に
よ
る
COCO22
削
減
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
も
必
須
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
の
中
に
カ
ー

ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
Ｃ
Ｃ
Ｕ
技
術
の
開
発
に
取

り
組
む
こ
と
こ
そ
、
今
必
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
昨
年
12
月
７
日
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
や
岩
谷
産
業
な
ど
88
社
が

「
水
素
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
政
府

は
、
国
内
で
の
水
素
利
用
量
を
30
年
時
点
で
１
０
０
０
万
ｔ
規
模
と

す
る
前
倒
し
目
標
を
設
け
る
調
整
に
入
っ
て
い
る
が
、
こ
の
水
素
量

を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
輸
入
し
よ
う
と
す
る
と
、
現
在
我
が
国
が

開
発
中
の
水
素
輸
送
船
が
、
実
は
90
隻
以
上
必
要
と
な
る
。
協
議
会

は
如
何
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。
そ
の
動
向
に
注
目
し
た
い
。

３
．
我
が
国
の
再
エ
ネ
の
現
状
と
活
用
方
法

　

我
が
国
の
風
力
発
電
、
太

陽
光
発
電
の
導
入
可
能
量
に

つ
い
て
は
、
環
境
省
の
行
っ

た
15
年
度
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
す
る
ゾ
ー
ニ
ン

グ
基
礎
情
報
整
備
」
と
12
年

度
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
基
礎

情
報
整
備
」
の
報
告
書
に
詳

し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
我
が
国
の
風

力
、
太
陽
光
の
導
入
可
能
量

は
、
代
表
的
な
「
Ｆ
Ｉ
Ｔ
価
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表 1 我 が 国 の 陸 上 風 力 / 洋 上 風 力 / 太 陽 光 発 電 の 導 入 可 能 量

陸 上 風 力
洋 上 風 力 太 陽 光

着 床 式 浮 体 式 住 宅 用 等 公 共 系

F I T 価 格

( 円 / k W h )
2 0 3 6 4 0

買 取 期 間

( 年 ) 2 0 2 0 戸 建 1 0
戸 建 以 外 2 0 2 0

発 電 出 力

( 万 k W ) 2 0 , 7 0 7
8 , 2 3 0 3 , 1 2 9 3 8 9 6 1 0 , 5 5 4

1 1 , 3 5 9 1 4 , 4 5 0

発 電 量

( 億 k W h / 年 )
( 括 弧 ： P J )

5 , 5 3 2
( 約 2 , 0 0 0 )

2 , 3 7 9 1 , 1 6 2 3 8 5 1 , 1 0 4

3 , 5 4 1
( 約 1 , 2 8 0 )

1 , 4 8 9
( 約 5 4 0 )

日 本 の 平 均

発 電 出 力

( 万 k W )
1 0 , 0 0 0 （ 夏 季 約 1 6 , 0 0 0 、 春 季 7 , 0 0 0 ～ 8 , 0 0 0 程 度 ）

日 本 の 一 次

ネ ネ ル ギ ー

消 費 量 ( P J )
約 1 9 , 3 0 0

日 本 の 発 電

量 ( P J ) 約 3 , 8 0 0

表 1　我が国の陸上風力 /洋上風力 /太陽光発電の導入可能量
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格
×
買
取
期
間
」
に
お
い
て
表
１
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
再
エ
ネ
導
入
可
能
量
は
、
陸
上
風
力
約
２
０
０
０
PJ
、
洋

上
風
力
約
１
２
８
０
PJ
、
太
陽
光
約
５
４
０
PJ
で
、
総
発
電
量
は

偶
然
に
も
約
３
８
０
０
PJ
と
な
り
、
確
か
に
電
力
量
的
面
か
ら
い

け
ば
我
が
国
の
発
電
量
と
ほ
ぼ
同
等
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

総
発
電
出
力
は
、
陸
上
風
力
約
２
億
７
０
７
万
㎾
、
洋
上
風
力
約

１
億
１
３
５
９
万
㎾
、
太

陽
光
約
１
億
４
４
５
０
万

㎾
で
、
総
発
電
出
力
は
約

４
億
６
５
０
０
万
㎾
と
な

る
。
こ
れ
は
現
状
の
我
が

国
の
平
均
発
電
出
力
、
約

１
億
㎾
を
遥
か
に
超
え
て

い
る
。
大
規
模
な
蓄
電
、

蓄
エ
ネ
設
備
が
必
要
と
な

る
量
だ
。
さ
ら
に
、
我
が

国
の
再
エ
ネ
導
入
可
能
量

は
図
３
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
北
海
道
、
東
北
に
偏

在
し
て
お
り
、
大
電
力
消

費
地
の
東
京
か
ら
遠
く
、

系
統
問
題
も
絡
み
活
用
し

難
い
と
み
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
海
外
の
例
を
見
て
み
る
と
、
７
３
０
㎞
に
及
ぶ
イ
ギ
リ

ス
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
間
の
国
際
送
電
が
行
わ
れ
始
め
た
現
実
を
考
え

る
と
、
北
海
道
か
ら
日
本
海
側
を
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
柏
崎
ま
で
（
約

４
５
０
㎞
程
度
）
、
北
海
道
か
ら
太
平
洋
側
を
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
福
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図 ３ 我 が 国 の 再 エ ネ 導 入 可 能 量 の 分 布図３　我が国の再エネ導入可能量の分布
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島
ま
で
（
約
６
０
０
㎞
程
度
）
繋
ぐ
こ
と
で
、
北
日
本
の
風
力
発
電

電
力
を
東
京
に
供
給
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

太
陽
光
に
つ
い
て
も
、
全
国
に
そ
の
導
入
可
能
量
が
分
布
し
て
お

り
、
活
用
を
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
太
陽
光
の
導

入
可
能
量
は
、
電
気
自
動
車
用
と
し
て
使
う
の
に
都
合
が
よ
い
。
図

４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
多
く
の
石
油
が
輸
送
（
３
０
０
０
PJ
）
で

消
費
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
こ
の
輸
送
部
門
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

効
率
の
非
常
に
悪
い
内
燃
機
関
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
の
非
常

に
良
い
電
気
自
動
車
に

転
換
す
る
だ
け
で
、
石

油
３
０
０
０
PJ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
は
、
電

気
約
５
０
０
PJ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
に
ま
で

削
減
が
可
能
。
あ
と
は
、

こ
の
約
５
０
０
PJ
の
電

気
を
何
か
ら
作
る
か
で

あ
り
、
ま
さ
に
、
こ
の

太
陽
光
の
導
入
可
能
量

と
需
給
量
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
太
陽
光
は
、
電
気

自
動
車
用
電
力
供
給
源

と
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
最
も
適
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
。　

（
つ
づ
く
）
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[8] 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 １  日 本 の エ ネ ル ギ ー フ ロ ー 構 造 （ 2 0 1 7 年 ）（ そ の １ ）  

出 典 ） I E A デ ー タ よ り I A E が 作 成  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 ４  日 本 の エ ネ ル ギ ー フ ロ ー 構 造 （ 2 0 1 7 年 ）（ そ の ２ ）  

出 典 ） I E A デ ー タ よ り I A E が 作 成  

図４ 日本のエネルギーフロー構造（ 2 0 1 7 年）（ その２ ）
出典） IEA データより IAE が作成


